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1.はじめに  

 2011 年 3月 11日の東日本大震災により、東京電力福島第

一原子力発電所で水素爆発が発生し、大量の放射線物質が

空中に飛散した。いわき市の内倉湿原は、福島第一原発か

ら南西方向に約 25km の森林地帯にあり、放射能汚染を受け

た。放射性物質のうち半減期が約 30 年と長く現在広範囲で

問題となっている放射性セシウム 137（以下Cs137と記す）

は湿原中の抽水植物ヨシにも吸収される。 

そこで、本研究では湿原中のヨシ体内に存在する Cs137

の量とヨシの成長過程における挙動、水中への溶出特性を

明らかにして、ヨシによる Cs137 の貯留効果を把握するこ

とを目的とした。 

2.研究方法 

2.1ヨシ体内のCs137濃度の測定 

写真 1 に示す内倉湿原では、2005 年からヨシの刈り取りに

よる植生管理実験を行ってきた。この実験区画を利用して、

ヨシを 2012年 5月から月に 2回の頻度で採取し、それぞれ

葉元・葉先・茎元・茎先の地上部を中心に部位ごとに分け

てCs137 濃度を測定した。9月からは根・地下茎も採取し同

様に Cs137 濃度の測定を行った。また、湿原水と湿原土壌

についても Cs137 濃度の測定を行った。測定試料は乾燥後

に 5mm~10mmに裁断し、テクノエーピー社製ベクレルモニ

ター(TN100B-15)を用いて Cs137 濃度を測定した。なお、1

回の測定にはヨシを 20～30本程度採取した。 

2.2ヨシ植物体からの溶出特性 

ヨシ体内の Cs137 濃度を測定した葉と茎の乾燥試料約

50~100g を水切りネットに入れて、水道水 1L が入った 2L

ビーカー中に浸漬した。浸漬後、定期的に浸漬水を全量取

り出し、溶液中の Cs137 濃度を測定した。取り出した浸漬

水は測定後 2Lビーカーに戻して、溶出実験を 5日まで継続

した。溶出実験終了後は試料を乾燥して Cs137 濃度を測定

した。溶出実験は、試料採取時期に合わせて 4回行った。 

3.結果および考察 

3.1 ヨシ体内のCs137濃度 

 2012 年の春季に内倉湿原の周辺部の陸地と湿原内に生え

たヨシの葉の Cs137 濃度を図 1 に示す。陸生のヨシよりも

水生のヨシの葉のほうが Cs137 濃度は高かった。特に、春

先における濃度の差が顕著であった。土壌中からの Cs137

の吸収は少なかったものと考えられる。 

 図2にヨシ地上部におけるCs137濃度の季節変化を示す。

茎部は 5 月 23 日から 6 月 27 日までは茎高さが小さかった

ので茎先と茎部を区別しなかったが、7 月 11 日以降は茎部

を茎先と茎元の半分ずつに分けて測定した。葉部は春先に

最も高く次第に減少する傾向を示した。茎先および茎元は

春から夏にかけて減少する傾向を示したが、秋口にやや増

加する傾向を示した。この傾向は特に茎先よりも茎元のほ
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図 1.陸生と水生のヨシのCs137濃度 
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うが顕著であった。春先からの濃度の減少傾向について、

地上部の存在量という観点から検討すると存在量自体が地

上部から減少する傾向を示していた。 

一方、図 3 にヨシ地下部の Cs137 濃度を示す。7 月 11 日

と 9 月 20 日の試料は地下茎と根を区別しなかったが、10

月 4 日以降はこれを分けて測定しその平均値も地下部とし

て算出した。秋以降は地下部の Cs137 濃度が増加する傾向

を示した。また、地下茎に比べて根は約 2 倍高い濃度であ

ることが示された。さらに、この時期の地上部に比べると

地下部の濃度が高いことがわかる。そして、地上部のCs137

濃度の減少と地下部の濃度増加は対応しており、地上部か

ら地下部への Cs137 の転流が生じている可能性が示唆され

た。一般に、ヨシ地上部の栄養塩類は地下部に転流され、

翌春の萌芽に利用されると言われており 1)、Cs137において

も同様の減少が起こっていることが推察される。春季に地

上部の Cs137 濃度が高くなる現象も地下部からの移動が働

いたのではないかと考えられる。なお、湿原水中の Cs137

濃度は期間中検出限界(35Bq/kg)以下であり変動は見られな

かった。また、湿原土壌はほとんどがリターからなってお

りCs137 濃度は 1050～1870Bq/kg程度であった。 

3.2ヨシ植物体からの溶出特性 

 ヨシの葉や茎を用いた溶出実験から得られた溶出水中の

Cs137 濃度を用いて、試料からの溶出量を求めることができ

る。図 4 は 5 月 23 日および 6 月 13 日に採取したヨシ葉か

らの Cs137 溶出量の経日変化を示す。試料の浸漬から 1 日

程度で溶出のほとんどが終了する傾向が見られた。図 5 は

採取時期の異なるヨシの葉の溶出実験から得られた、Cs137

溶出量と実験前後の存在量を示す。春季の葉からは存在す

るCs137 の 90％程度の溶出が起こるが，次第に溶出率が減

少する傾向が見られた。これは植物体の木質化の進行と対

応するものであり、リグニンなどの成分が体内に蓄積し、

これに含まれる Cs137 が容易には水中に溶出しないためで

はないかと考えられる。茎部は通常立ち枯れ状態で数年残

存するが Cs137 濃度の少ない状態で維持されること、葉部

は枯れた後水面に落ちてもそこから水中へ溶出する Cs137

量は少なること等から、湿原外に流出する Cs137 量は意外

に少ないかもしれない。 

4.まとめ 

福島第一原発事故により放射能汚染されたいわき市内倉

湿原から採取した抽水植物ヨシ体内の Cs137 濃度について

調べ、以下のことが明らかになった。 

(1)ヨシ地上部の Cs137 濃度は、春先に最大でその後次第に

減少した。茎部の同様の減少を示したが、秋口に若干濃度

が増加する傾向を示した。 

(2)ヨシ地下部は地上部よりも Cs137 濃度は高かった。その

中でも根は地下茎よりも 2倍程度高かった。 

(3)ヨシ地下部では秋に Cs137 濃度が増加する傾向が見られ、

地上部からの転流の可能性が示唆された。 

(4)ヨシ植物体からの Cs137 の溶出では、浸漬後 1 日でほと

んど溶出が終了する傾向が見られた。また、ヨシの葉部は

枯れてくると溶出割合が小さくなった。 

これらの結果から、湿原のヨシには湿原内に流入した

Cs137 をヨシ体内に貯留して、湿原外にその流出をある程度

抑制する効果があるのではないかと考えられた。 
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図 3.地下部のCs137濃度 
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図 5.溶出量の変化 
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